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被験者には，自覚的ならびに他覚的に良好に経過している全部床義歯装着者 9 名(女性 6 名，男性 3 名，平均年齢:
62.8 土 7.2歳)を選択し， 3 群に分けて 3 種類の実験を行った。
実験 1 -1 :校合高径の違いが阻鴎筋筋活動量に及ぽす影響
まず 3 名の被験者において，下顎基礎床の前歯正中部および両側第一大臼歯相当部の 3 カ所に設けた金属製の内冠
に対し，外冠としてのレジン製シリンダーを交換することによって岐合高径が変えられる測定装置を製作した。次に，
1mm 間隔で 9 種類の高さの装置を10回ずつランダムな順序で口腔内に装着し，それが高く感じられるか，低く感じら
れるか，あるいは丁度ょいと感じられるかの回答を求めた。これを精神物理学領域で用いられている恒常法にて処理
し， 50%の確率で高いと感じる関値(上限)と低いと感じる関値(下限)を算出し，両関値聞を快適唆合域 (comfortable




平均68.0:t11. 4分を要し，得られた coz は各被験者とも使用中の義歯よりやや低い値を示した。
実験 1 -2 :下顎位置感覚の測定時間の短縮化および coz の再現性
前実験の 3 点支持から前歯部を除いた両側臼歯部のみの 2 点支持とした装置を製作し，各装置の高さ(スコア)を
1. 5mm 間隔として，またその高さを 9 種類から 7 種類に減らし， 3 名の被験者に対して 6-----8 カ月の期間中に 5 回の
coz の測定を行った。
その結果， 5 回の測定における coz の中央値の標準偏差が0.19-----0.25 と小さく， coz の安定性が認められ，その測
定時間も 40.0 :t 5.6分まで短縮された。
実験 1 -3 :測定装置の形態の変化が下顎位置感覚に及ぽす影響
前実験と同様の 7 種類の高さのシリンダータイプと義歯の形態に近似させた校合堤タイプの測定装置を用い， 3 名
の被験者に対して約 1 週間の間隔で各々 3 回の coz を測定し，測定装置の形態の違いによる影響について検討を行っ
た。
その結果，両装置で求めた coz は測定期間において安定し，各被験者のシリンダータイプと校合堤タイプの差は，
スコア値で0.08 ， 0.31 , 0.12 と小さく，形態の違いが下顎位置感覚に及ぼす影響の少ないことが示された。
実験 II 新しく開発した下顎位置感覚測定装置により求めた coz の経時的変化および測定回数の影響
本実験は，従来の測定装置と操作法の改善を図るため，校合支持点を両側第一大臼歯部の中央の 1 点のみとし， 1 
mm 間隔で 7 種類の高さのスクリュージャックを交換することによって岐合高径の調節を簡便にした新しい下顎位置
感覚測定装置を開発し，その臨床的有用性と coz の再現性について検討を行った。
被験者には，当科にて義歯を製作し，良好に経過している全部床義歯装着者10名(女性 7 名，男性 3 名，平均年齢:
69.5 :t 5.4歳)を選択し，新しい装置を用いて前実験と同様の方法により 1-----2 週間の間隔で 3 回の coz の測定を行っ
た。また，各測定ごとの70回の試行のうち，初回から 14回， 28回， 42回， 56回の各回答からそれぞれの coz を算出し，
70回における coz との比較検討を行った。












向上し，これによって得られた coz は， 10名すべての被験者において安定性を示した。また，良好に経過している使
用中の義歯の校合高径がこの coz の範囲に含まれたことから，校合高径の決定において十分利用できることが示され









まず，岐合支持点、を両側第一大臼歯部の中央の 1 点のみとし， 7 種類のスクリュージャックを交換することによっ
て校合高径がランダムに変えられる下顎位置感覚測定装置を開発し，ついで全部床義歯装着者に対レ匡常法を用いて
快適岐合域の測定を行った。その結果，日を変えて行った 3 回の測定においても快適校合域の再現性が高く，その測
定に要する時間も従来の半分以下に短縮でき，しかも良好に経過している使用中の義歯の校合高径が各被験者のもつ
快適校合域の範囲にすべて含まれた。
以上のことから，本研究は生体の感覚情報と恒常法によって'快適校合域を求める方法の有用性を示すとともに，本
法の臨床的汎用性が示されたものである。よって本論文は，博士(歯学)の学位請求に十分値するものと認められる。
